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はしがき

この講究録は、1983年 11月 24日〈木)から 26日く土〉

まで京都大学数理解析研究所において行われた、共同研究集会
「並列数値計算アルゴリズムとその周辺」の講演記録である。こ
の研究集会では 12の講演発表か行われたが、講演の行われた日
および順序は次の通りてある。数字は後に掲げる目次の中の講演
の番号である。

11月 24日 (木¿

25日 (金〉

26日〈土〉

(午後)12,3

(午前)456

(午後)789

(午前)10 1112
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